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「四温度帯」に対応する施設
　私ども株式会社ジェイアール東日本物流はＪＲ東日本グループの物流会社
として、エキナカ店舗への商品供給を担うサプライチェーンマネジメント
（ＳＣＭ）の物流業務を中核に、高輪ゲートウェイシティや大井町トラック
スなどの大型施設内での配送等を担う街区内物流や列車荷物輸送「はこビュ
ン」など、多様化する物流ニーズに応える事業を展開しております。
　このたび新たな基幹物流拠点「市川ディストリビューションセンター（以
下、市川ＤＣ）」が竣工いたしました。本事業に携わっていただいた施工関
係者の皆さまをはじめ、関係各位の多大なるご支援とご協力に心より御礼申
し上げます。
　今回完成した市川ＤＣは、弊社の中核事業であるエキナカ店舗向け物流を
支える基幹センターとして整備したもので、分散している物流センター機能
を統合し、より効率的で安定した庫内作業および輸配送の体制構築を目指し
ております。施設は１階・４階を冷凍・冷蔵・定温倉庫、２階・３階を常温
倉庫とし、四温度帯に対応しています。また、２階・３階には自動倉庫シス
テムなどの最新のマテハン設備を導入し、庫内業務の省力化・効率化・自動
化を推進することで、生産性向上と持続可能な物流オペレーションの実現を
図ります。
　市川ＤＣの稼働は、当社の物流サービスをさらに進化させる大きな契機に
なるものと期待しております。今後もＪＲ東日本グループのＳＣＭを支える
物流事業者としての使命を果たすとともに、本施設を最大限活用し、コール
ドチェーンを中心とした３ＰＬビジネスの強化など新たな成長に積極的に挑
戦してまいります。

■工　事　件　名：市川二俣物流倉庫新築工事
■工　事　場　所：千葉県市川市二俣－
■建　築　主：株式会社ジェイアール東日本物流
■設計・施工：東急建設株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：地上４階塔屋１階
■設　計　期　間：年月～年月
■工　事　期　間：年月～年６月

　（写真提供：東急建設株式会社）
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　市川市の高谷ジャンクションおよび原木インターチェ
ンジからほど近い場所に建設された、４階建て・延床面
積約３万，㎡（約，坪）の物流センターです。都
心方面と千葉方面を結ぶ鉄道・高速道路等の豊富なアク
セスに恵まれたロケーションにおける、自社倉庫の建て
替え計画として建設されました。
　１階・４階は冷凍・冷蔵・定温倉庫、２階・３階はマ
テハン設備を有した常温倉庫で四温度帯に対応し、各階
を垂直搬送機および荷物用エレベーターで接続すること
で、搬送効率の最適化を図っています。１階は５℃およ
び℃、４階は５～℃の変温対応に加え、－℃まで
対応しており、幅広い温度帯に対応した倉庫としていま
す。２階・３階には自動倉庫システム等最新のマテハン
設備が導入され、搬送・保管・仕分け・ピッキングの省
力化・効率化・自動化を最大限に実現しました。
　駅・エキナカ、そこから広がるまちに関わる物流サー
ビスを主体とする事業から、モノトーン系の三色のサン
ドイッチパネルをランダムに配置し、物流の流れを表現
した外観デザインとしています。１階エントランスの待
合スペースには、外観デザインのコンセプトを踏襲した
特殊加工ガラスを設置し、施設を象徴するエントランス
空間を演出しました。４階には二面採光の窓を設け明る
く十分なスペースを確保した執務空間を計画し、南側に
は首都高速湾岸線を望むカフェテリアを配置していま
す。カフェテリアには売店やグリーンウォールを設置す
ることで、従業員が快適に過ごせる空間を実現しました。
　自然災害対策として、重要設備機器であるキュービク
ルや非常用発電機設備の屋上設置等を行い、適切なＢＣ
Ｐ対策を講じています。
　環境配慮の面では、ＬＥＤ照明・太陽光パネル等を採
用し、省エネルギー化および環境負荷低減を実現してい
る。これらの取り組みにより、ＣＡＳＢＥＥ認証「Ａラ
ンク」を取得しており、併せてＢＥＬＳ認証（ＺＥＢ）
の取得を予定しています。

　東急建設株式会社　一級建築士事務所
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